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出町ゆかり

　
高
槻
市
は
府
内
で
２
番
目
に
土
砂
災
害
危
険
箇
所
が
多
い
自
治

体
で
す
。
被
害
指
定
地
区
で
な
く
て
も
過
去
に
被
害
が
あ
る
と
こ

ろ
の
実
態
調
査
や
住
民
へ
の
周
知
な
ど
求
め
ま
し
た
。
府
は
急
傾

斜
地
工
事
に
一
戸
あ
た
り
平
均
２
０
０
万
円
、
住
宅
補
強
で
90
万

円
も
の
住
民
負
担
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
府
に
住
民
負
担
を
検
討

し
な
い
よ
う
意
見
を
言
う
こ
と
を
求
め
、
市
長
は
「
負
担
を
求
め

な
い
よ
う
意
見
を
述
べ
て
き
た
。
事
業
停
滞
に
な
ら
な
い
よ
う
な

制
度
設
計
を
要
望
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
国
は
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
に
、
国
保

へ
の
国
の
補
助
金
を
減
ら
す
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
地
方
創
生
先
行
型
の
新
交
付
金
を
利
用
し
て
子
ど
も
医
療

費
助
成
を
実
施
す
れ
ば
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

新
交
付
金
を
活
用
し
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
の
拡

大
を
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
「
府
内
の
動
向
を
注
視
し
、
経
費
や

効
果
な
ど
も
含
め
調
査
研
究
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
施
政
方
針
で
「
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
の
検
討
」
が

示
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
国
が
す
す
め
る
小
中
一
貫
教
育
は
小
学

校
高
学
年
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
に
問
題
が
あ
り
、
小
学
校
中

学
校
間
の
「
乗
り
入
れ
授
業
」
や
移

動
に
時
間
が
と
ら
れ
、
教
材
研
究
の

時
間
が
取
れ
な
い
な
ど
、
子
ど
も
や

教
職
員
に
深
刻
な
負
担
が
生
じ
て
い

る
報
告
が
あ
る
と
指
摘
、
課
題
や
こ

の
間
の
取
り
組
み
の
検
証
を
求
め
ま

し
た
。

　
高
槻
産
木
材
の
自
給
率
を
高
め
る
た
め
に
、
公
共
事
業
で
の
利

用
を
積
極
的
に
行
い
、
民
間
住
宅
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
も
利

用
を
進
め
る
こ
と
、
目
標
や
利
用
先
に
つ
い
て
方
針
を
持
つ
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
「
民
間
事
業
者
に
対
し
て
は
、
木
材
の

活
用
事
例
や
関
連
製
品
の
紹
介
、
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

　
市
は
認
定
農
業
者
の
育
成
に
努
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
認
定
農

業
者
は
国
の
制
度
で
６
件
、
大
阪
の
制
度
は
１
３
８
件
で
す
。
府

の
認
定
農
業
者
制
度
は
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
か
質
問
。
市
長
は

「
普
及
指
導
員
か
ら
栽
培
技
術
や
農
業
経
営
、
農
業
用
機
械
の
導

入
な
ど
の
支
援
事
業
が
あ
り
、
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策
に
交
付

金
の
加
算
も
あ
る
。府
と
認
定
の
推
進
に
努
め
る
」と
答
え
ま
し
た
。

　
介
護
利
用
料
は
一
定
の
所
得
が
あ
れ
ば
２
割
負
担
に
な
り
ま

す
。
家
族
の
扶
養
状
況
な
ど
は
考
慮
さ
れ
ま
せ
ん
。
扶
養
家
族
に

医
療
費
な
ど
が
、
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
個
々
の
状
況
は
市
と
し

市
民
の
く
ら
し
を
支
え
る
施
策
の
実
施
に
つ
い
て

農
林
業
の
振
興

減
災・防
災
に
つ
い
て

国
の
社
会
保
障
改
悪

子
育
て
支
援

　
６
月
29
日
、
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
市
長
の
施
政
方

針
に
対
し
、
各
党
の
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
日
本
共
産
党
か

ら
は
中
村
れ
い
子
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
主
な
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

て
ど
う
す
る
の
か
と
質
問
。
市
長
は
「
利
用
者
世
帯
の
負
担
が
過

重
に
な
ら
な
い
よ
う
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
の
限
度
額

が
一
部
見
直
さ
れ
て
い
る
。
適
切
な
運
営
に
努
め
る
」
と
答
え
ま

し
た
。
そ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
料
の
低
所
得
者
へ
の
軽
減
や
三

島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
の
代
表
質
問

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
の
代
表
質
問

　
市
の
労
働
相
談
で
は
「
賃
金
・
残
業
代
の
不
払
い
、
パ
ワ
ハ
ラ
」

が
過
去
５
年
間
で
一
番
多
く
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
策
は
大
事
で
す
。

違
法
行
為
が
あ
っ
た
事
業
所
に
市
と
し
て
要
請
し
、
名
前
の
公
表

を
す
る
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
国
の
動
向
を
注
視
し
、
茨
木
労
働
基
準
監
督
署
と
連

携
し
て
、
最
新
情
報
を
発
信
す
る
。
労
働
法
の
周
知
・
啓
発
は
セ

ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す
る
な
ど
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
・
協

力
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
策
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６
月
議
会
の
主
な
議
案
と

　　　　　　　　　　　日
本
共
産
党
議
員
団
の
質
疑

　
新
た
に
耐
震
改
修
設
計
と
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
制
度
が
で
き

ま
す
。
建
物
の
倒
壊
か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
、
周

辺
被
害
の
防
止
な
ど
を
目
的
に
、
１
棟
に
耐
震
設
計
４
０
０
万
円

ま
で
（
補
助
率
３
分
の
２
）、
耐
震
改
修
１
０
０
０
万
円
ま
で
（
補

助
率
２
分
の
１
）
補
助
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
３
階
建
て
以
上
で
延
べ
床
面
積
１
０
０
０
㎡
以

上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
94
棟
、
そ
の
内
27
棟
が
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

耐
震
強
度
が
不
足
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
８
棟
で
す
。
残
り
の

67
棟
は
診
断
す
ら
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
耐
震
化
の
工
法
や
費
用
に

つ
い
て
相
談
で
き
る
訪
問
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
耐
震

診
断
を
す
す
め
る
と
同
時
に
現
状
の
把
握
と
相
談
支
援
の
強
化
を

求
め
ま
し
た
。

集
合
住
宅（
分
譲
）耐
震
化
に
補
助
が

　
中
学
生
を
対
象
に
土
曜
日
に
行
う
学
習
支
援
を
民
間
委
託
で
実

施
し
ま
す
。
全
生
徒
を
対
象
と
し
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。
市

土
曜
学
習
支
援
事
業
を
民
間
委
託

　
２
０
１
３
年
４
月
、
関
越
自
動
車
道
で
７
人
が
亡
く
な
る
大
事

故
を
受
け
て
、
昨
年
３
月
に
国
土
交
通
省
が
安
全
や
労
働
条
件
を

後
回
し
に
す
る
行
き
過
ぎ
た
規
制
緩
和
を
見
直
し
、
安
全
性
を
高

め
る
た
め
に
規
制
の
強
化
を
行
な
い
ま
し
た
。
安
全
に
関
わ
る
コ

ス
ト
の
反
映
に
よ
り
、
市
バ
ス
の
貸
切
バ
ス
の
利
用
料
金
は
一
般

貸
切
３
・
５
％
、
葬
儀
45
％
、
小
学
校
14
％
、
幼
稚
園
19
％
、
保

育
所
22
％
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。老
人
ク
ラ
ブ
の「
こ
と
ぶ
き
号
」

に
は
市
の
補
助
が
あ
り
、
利
用
者
へ
の
値
上
げ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
遠
足
な
ど
の
バ
ス
利
用
で
の
学
校
や
保
育
所
の
保
護
者

負
担
は
増
え
ま
す
。
負
担
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。

市
バ
ス
貸
し
切
り
運
賃

の
説
明
で
は
家
で
勉
強
を
せ
ず
、
有
意
義
に
過
ご
せ
て
い
な
い
生

徒
を
対
象
に
担
任
の
先
生
が
個
人
懇
談
な
ど
で
声
を
か
け
ま
す
。

本
来
は
、
民
間
委
託
で
は
な
く
学
校
が
す
べ
て
の
子
ど
も
に
基
礎

学
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
す
。

中
学
校
で
の
35
人
学
級
、
加
配
の
生
活
指
導
の
先
生
を
増
や
す
こ

と
で
対
応
す
る
べ
き
だ
と
提
案
を
し
ま
し
た
。

市
長
の
施
政
方
針

６
月
市
議
会

　
市
長
２
期
目
の
最
初
の
本
格
的
な
議
会
で
あ
る
６
月
議

会
。
６
月
22
日
の
本
会
議
で
施
政
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

施
政
方
針
と
新
規
施
策
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

　
市
民
プ
ー
ル
に
続
き
、
前
島
と
番
田
の
熱
利
用
セ
ン
タ
ー
入
館

料
の
高
齢
者
割
引
き
実
施
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
現
在
、
５
０
０
円
の
が
ん
検
診
を
無
料
化
し
、
受
診
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を
図
る
。

　
府
内
の
市
町
村
で
は
初
と
な
る
条
例
制
定
。

こ
の
間
、
奈
佐
原
へ
の
残
土
持
ち
込
み
や
樫
田
の
開
発
を
め
ぐ
っ

て
住
民
か
ら
苦
情
や
不
安
の
声
が
よ
せ
ら
れ
て
い
た
。
条
例
が
制

定
さ
れ
れ
ば
、
土
砂
の
搬
入
路
と
な
る
林
道
の
利
用
を
制
限
す
る

こ
と
な
る
。

　
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
小
学
校
卒
業
ま
で
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
。

　
中
学
校
の
生
徒
指
導
に
携
わ
る
教
員
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
の
い
じ
め
や
不
登
校
、
問
題
行
動
な
ど
、
生
徒
指
導
上

の
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
や
、
未
然
防
止
の
取
り
組
み
を
推
進
。

　
今
を
生
き
る
世
代
に
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
平
和
で
豊
か

な
社
会
を
20
年
、
30
年
後
の
将
来
世
代
へ
と
確
実
に
引
き
継
ぐ
責

務
が
あ
る
。

　
高
槻
が
持
つ
優
位
性
を
最
大
限
い
か
し
な
が
ら
、
高
槻
に
あ
っ

た
施
策
を
追
求
し
て
い
く
。
高
槻
の
ま
ち
づ
く
り
は
高
槻
市
民
が

主
役
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、
市
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

を
全
力
で
進
め
る
。

●
前
島
と
番
田
熱
利
用
セ
ン
タ
ー（
温
水
プ
ー
ル
）入
館
料

　の
高
齢
者
割
引

●
子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
助
成
を
検
討

●
が
ん
検
診
の
無
料
化

●
林
道
管
理
条
例
を
制
定

●
い
じ
め
等
の
未
然
防
止
の
取
り
組
み
を
推
進

市
長
の
政
治
姿
勢
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